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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～京都と牛肉～

弥生時代に日本に渡来した牛は、主に農耕や運送のために飼われていました。

家畜としては、西日本では牛、東日本では馬が多く飼育され、仏教の教えにより

675 年に肉食禁止令が出されて以来、日本人が牛肉を口にすることは

ありませんでした。その後、安土桃山時代になり、南蛮貿易やキリスト教の布教

で日本を訪れたポルトガル人により、牛肉を食べる文化が伝えられました。

一般に普及することはありませんでしたが、当時の京都の人が牛肉を口にした

こともあったそうです。明治になり、西洋化を進める政府も肉食を推奨し、牛肉を

食べる習慣が少しづつ人々に広まり、京都でもすき焼きのような牛肉料理を

提供する店が誕生し、やがて、一般の家庭でも特別な日の献立に使われる

ようになりました。西日本には銘柄牛の産地が多く、京都にもブランド和牛

「京都肉」があります。京都府産の黒毛和種で、京都市の中央卸売市場第二

市場で食肉加工され、肉質が上位の等級に格付けされたものという条件を

満たしたものだけが、「京都肉」として認められています。京都市内にはこうした

質の高い牛肉を販売する精肉店も多く、「牛肉好き」と言われる京都の人々の

食生活を支えています。年末の精肉店で、正月用に牛肉を買い求める人の

姿が見られるのも、冬の京都らしい光景です。


